





















凶悪化や低年齢化には根拠がまったくないことが知られている（鮎川, 2001；土井, 2010；土井, 2012；























 殺人、放火、強姦といった“凶悪”な犯罪のうち少年による事件は 1960年代(昭和 30年代後半～昭和
40年代前半)を頂点に、実数としても、人口比としても大幅に減少している(長谷川・長谷川, 2000; 浜井, 
2006)。次に、凶悪犯罪の多発化の根拠として強盗が挙げられることもある(図2)。しかし、近年になって
稚拙なひったくりや万引き、恐喝の過程で被害者が結果的に怪我を負った場合を強盗に含めるようになっ5 
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⑶ 園児の母親43名　20歳代〜 40歳代。東京都内の私立幼稚園において、平成20年（2008年）1 月に幼
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稚園主催の勉強会に集まった母親に対して実施した。












⒜ 40年前　  ⒝ 現在　　⒞ 同じくらい
ア ２倍　　イ ５倍　　ウ 10倍
2-2-4. 結果(表2)
　“40年前と現在”の殺人の多寡について正答は“40年前”である。これに正解した割合は、高校生、大学生、
母親、50 〜 70歳代の順番に3名（5.3%）, 4名（7.7%）, 2名（4.7%）, 6名（19.4%）であった。世代間
の正解率の差は有意ではなかった（χ(3)2＝6.5, p> .05）。量的な正解は「５倍（40年前）」である。これ
に正解した割合は、高校生、大学生、母親、50 〜 70歳代の順番に1名（1.8%）, 2名（3.8%）, 0名（0%）, 
4名（12.9%）であった。世代間の正解率の差についてχ2検定および残差分析を行ったところ、50 〜 70
歳代女性の正解率が有意に高かった（χ(3)2＝9.32, p<. 05; 調整済み残差2.9, p<. 01）。
　また最も極端な誤答としての「現在が10倍多い」について、χ2検定および残差分析を行ったところ、
高校生女子が有意に多く誤答していた（χ(3)2＝12.36, p<. 01; 調整済み残差3.5, p<. 01）。
表2　少年犯罪に対する過大視現象：世代別実態調査結果  〈人数（%）〉
高校生 大学生 20 〜 40歳代 50 〜 70歳代
女子 女子 母親 女性
協力者数 57(100.0) 52(100.0) 43(100.0) 31(100.0)
40年前－ 2倍 1 (1.8) 2 (3.8) 2(4.7) 0 (0.0)
40年前－ 5倍(量的正解) 1 (1.8) 2 (3.8) 0 (0.0) 4(12.9)
40年前－10倍 1 (1.8) 0 (0.0) 0 (0.0) 2 (6.5)
40年前－合計(質的正解) 3 (5.3) 4 (7.7) 2 (4.7) 6(19.4)
現在－ 2倍 3 (5.3) 6(11.5) 15(34.9) 7(22.6)
現在－ 5倍 26(45.6) 19(36.5) 9(20.9) 11(35.5)
現在－10倍 23(40.4) 9(17.3) 6(14.0) 6(19.4)
現在－合計 52(91.2) 34(65.4) 30(69.8) 24(77.4)
同じくらい 2 (3.5) 13(25.0) 11(25.6) 0 (0.0)
無回答・無効回答 0 (0.0) 1 (1.9) 0 (0.0) 1 (3.2)
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2-2-5. 考察






































































































































　近年、心理学の分野で注目されている存在脅威管理理論（Terror Management Theory：Solomon, 
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